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上田市過疎地域持続的発展計画の中間評価について 

 

 

１ 中間評価について 

  別紙のとおり 

 

２ 経過 

令和 6 年 ９月２４日  部長会議にて中間報告案を報告 

      １０月 １日~３１日 住民説明会及び意見募集 

      １１月 ７日  センター内会議開催 

１１月１４日  部長会議にて報告 

 

３ 住民説明会及び意見募集の結果 

（１）住民説明会 

ア 日 時  令和６年１０月１日（火）午後 7 時から午後８時４０分まで 

イ 場 所  武石地域総合センター1 階コミュニティホール 

ウ 出席者  １６名 

エ 意見   ８件 

種別 内容 件数 

ア 中間評価に反映する

意見 

意見の内容を踏まえ、評価案の修正追加を

行うもの 

1 

イ 参考とする意見 事業等の実施段階で参考・検討するもの等 7 

計  8 

 

【中間評価に反映する意見】 

№ 区分 意見の概要（要旨） 市の考え方(説明会において回答) 

１ P2 

表 記 方

法 

基本目標の達成状況の中の自然

増減について「出生者数＋死亡者

数」となっているが、「出生者数－

死亡者数」ではないか。 

死亡者をマイナス表記でカウント

しているため、プラス表記にしたが、

マイナスの方がわかりやすい。⇒ご

指摘を受けマイナス表記とする。 

【参考とする意見】 

№ 区分 意見の概要（要旨） 市の考え方(説明会において回答) 

２ P22 

空 き 家

対策 

空き家対策について、様々な周

知をしているということだが、空

き家になっているということはそ

こに人はいないので、周知方法を

考え直した方が良いのではない

か。 

空き店舗等活用支援事業につい

ては、広報武石への掲載による住民

への周知の他、自治会長会や地域協

議会等における周知、宅建協会を通

じた不動産業者への周知を行った。 

今後、武石地域において古民家活
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用の事業提案「こみけん。」が開催さ

れることや、全市的な空き家等の所

有者への意向調査も予定されてお

り、多様な手法により空き家所有者

の方に届くよう努めてまいりたい。 

３ P12 

地 域 お

こ し 協

力隊 

地域おこし協力隊（武石地域担

当）の働き方を考えて欲しい（既に

退職した者が在職していると思っ

ての意見）。 

令和 3年度から在籍していた隊員

は、昨年 12 月に退職し、市内定住の

まま市内企業に就職した。隊員とし

ての目標の一部は達成できたと考

えている。 

４ P10 

道 路 整

備 

市道内の山線について一番危な

いところが整備されていない。自

治会からも要望が出されている

が、早急に整備をお願いしたい。 

現在、その件についての詳細資料

がなく具体的にお答えができない

が、早急に対応できるよう進めてい

きたい。 

５ P18 

学 校 給

食費 

依田窪南部中学校の長和町の生

徒の給食費は町負担であるが、武

石地域の生徒の給食費を上田市負

担にすることはできないのか。 

上田市内の他校とのバランスも

考慮し、武石地域のみ給食費を市が

負担することは困難であると考え

ている。 

6 P14 

ス マ ー

ト シ テ

ィ 

オートメーション化トラクター

を進めていくということで３Ｄマ

ップの作成を進めていくという中

で、無人タクシー等も運用できる

のではないかと話したが進んでい

ない。今後どのように進めていく

のか。 

３Ｄマップの整備により新たな

活用の仕方が見えてくる。実証実験

3 年目になるので今後これら成果が

どのように活用できるか調査・研究

を進めたい。 

自動運転の実証実験については、

全国的に行われてはいるが、実用化

は少ない。先進事例等参考にしなが

ら検討してまいりたい。 

7 全般 保育園に通っている保護者に子

育て支援を考えたときにどのよう

なことに困っているか、期待して

いるかについてアンケートを実施

した。（回収率 70％）このアンケー

ト結果を過疎計画の各項目に整理

し、要望として提出したものとし

て見ていただき検討して反映して

もらいたい。 

 資料をご提供いただき、今後の参

考とさせていただきます。 

8 ま ち づ

く り 全

般 

今後、空き家対策に係る「こみけ

ん。」が武石地域で開催予定であ

り、チャンスだと思うが、一団体の

住みよい武石をつくる会やつな

ぐ家さんなどの活動に深く感謝し

ている。 
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力はたかが知れているので武石

（住民や団体）全体と行政で中心

の部分（地域自治センター周辺）を

活性化させていくことを共に考え

て欲しい。 

10 月 12 日の総合センター駐車

場・にぎわい広場オープン記念の交

流秋まつりを皮切りに今後も地域

の団体と連携し、まちづくりに努め

てまいります。 

 

 （２）記入用紙による提出 

   ア 募集期間 令和６年１０月１日（火）から令和６年１０月３１日（木）まで 

   イ 提出方法 センター内意見箱への提出、郵便、電子メール、ファクシミリ 

ウ 意見   1 件（意見箱への提出） 

種別 内容 件数 

ア 中間評価に反映する

意見 

意見の内容を踏まえ、評価案の修正追加を

行うもの 

0 

イ 参考とする意見 事業等の実施段階で参考・検討するもの等 1 

計  1 

【参考とする意見】 

№ 区分 意見の概要（要旨） 市の考え方（回答） 

1 子育て・

教育 

出生数の減少は武石地域存続の

危機である。食い止める為にも以

下の事を提案したい。 

（1）武石には自然、農地やスキー

場、温泉などの設備など、定住移住

できる魅力がたくさん残ってい

る。この資源を発信するとともに

支え合いのできる組織、地域づく

りを育てていくべきだ。 

それには、住みよい、子育てしや

すい地域、この地域を大切に思い

地域に貢献したいと思う人を育て

ていくことも大事である。 

そこで、保育園、小学校、中学校、

児童館を中心に“地域の子どもは

地域で育てる”ために保育園、小学

校と一体となって困り事やねらい

を地域で支える組織づくりや住民

意識の向上を図る事業を進めてい

くべきと思います。武石独自の教

育が行われる事をやっていきた

い。 

 

 

 

（1）貴重な御意見であり参考とさ

せていただきます。 
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（2）地域住民交流の場、にぎわい

広場に植栽など（日影対策）、ベン

チを増加しないと使いづらい。と

ても談笑できる場でないと思いま

す。 

（3）ともしび公園（遊具付近）の

土壌が崩れやすい（ぬかりやすい）

ので定期的な整備を行う。 

（2）必要な事項について、対応又は

検討します。 

 

 

 

（3）現場を確認したうえで、対応を

検討します。 

 


